
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　子
育
て
支
援
課
（
西
合
志
庁
舎
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
２
４
２
）
１
１
５
９

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の
就
労
支
援

問
い
合
わ
せ
先

　企
画
課
　
政
策
企
画
班
（
合
志
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　
　
☎（
２
４
８
）
１
８
１
３
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ （
２
４
８
）
１
１
９
６

　
　
　
　
　
　
　
Ｅ
メ
ー
ル
　kikaku @

city.koshi.lg.jp

ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
ま
せ
ん
か

合
志
市
総
合
政
策
審
議
会
委
員 

募
集

‘みんなですすめる
　　　　　まちづくり’

自治基本条例

市では、自治基本条例に基づき
「参画と協働によるまちづくり」
を進めています

母
子
家
庭
等
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
が
、
専
門
的
な
資

格
取
得
の
た
め
修
業
が
必
要
な
場
合
、
生
活

費
の
負
担
を
軽
減
す
る
給
付
金
で
す
。

●
対

　象
　
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
人

・
児
童
扶
養
手
当
受
給
中
、
ま
た
は
同
様

の
所
得
水
準
で
あ
る
人
。

・
養
成
機
関
で
２
年
以
上
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
受
講
し
、
対
象
資
格
の
取
得
が
見
込

ま
れ
る
人
。

・
就
業
ま
た
は
育
児
と
修
業
の
両
立
が
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人
。

●
対
象
資
格

　
看
護
師
、
保
育
士
な
ど
33
資
格

●
支
給
額
　

訓
練
促
進
給
付
金

① 

市
民
税
非
課
税
世
帯

月
額
１
０
０
、０
０
０
円

② 
①
以
外
の
人
　
月
額
　
７
０
、５
０
０
円

※
修
業
期
間（
上
限
２
年
）、月
を
単
位
と
し
て

支
給
。（
申
請
日
の
属
す
る
月
か
ら
支
給
）

入
学
支
援
修
了
一
時
金

① 

市
民
税
非
課
税
世
帯  

５
０
、０
０
０
円

② 

①
以
外
の
人
　
　
　  

２
５
、０
０
０
円

※

修
了
日
を
経
過
し
た
日
以
後
に
支
給
。

母
子
家
庭
等
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
が
、
就
業
に
結

び
つ
く
可
能
性
が
高
い
講
座
を
受
講
す
る

際
に
支
給
す
る
給
付
金
で
す
。

●
対

　象
　
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
人

・
児
童
扶
養
手
当
受
給
中
、
ま
た
は
同
様

の
所
得
水
準
で
あ
る
人
。

・
指
定
対
象
講
座
の
受
講
開
始
日
に
、
雇

用
保
険
法
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
の
受

給
資
格
を
有
し
て
い
な
い
人
。

・
当
該
教
育
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
適
職
に

就
く
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
人
。

●
指
定
対
象
講
座

　
雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給
付
の
指

定
教
育
訓
練
講
座

●
支
給
額

　
支
払
っ
た
入
学
金
、
受
講
料
の
合
計
額

の
20
％
に
相
当
す
る
額
を
支
給
。
た
だ
し
、

上
限
10
万
円
お
よ
び
４
千
円
を
超
え
な
い

場
合
は
支
給
し
ま
せ
ん
。

※

受
講
開
始
前
に
申
請
し

講
座
の
指
定
を
受
け
な

け
れ
ば
、
支
給
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
重
要
と

な
る
事
項
を
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
審
議

す
る
機
関
と
し
て
「
合
志
市
総
合
政
策
審

議
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
委
員
に
は
、

区
長
連
絡
協
議
会
な
ど
の
各
種
団
体
か
ら

推
薦
さ
れ
た
委
員
の
ほ
か
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
公
募
に
よ
る
委
員
も
選
任
し

て
い
ま
す
。

●
委
員
の
仕
事
﹇
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
﹈

　
総
合
計
画
や
行
政
改
革
大
綱
の
策
定
、

進
行
管
理
に
つ
い
て
の
審
議
。
ま
ち
づ
く
り

の
重
要
事
項
（
行
政
評
価
な
ど
）
に
つ
い
て

の
審
議
な
ど
。

●
応
募
資
格

次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
人

①
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で
20
歳

以
上
の
人

・
本
市
に
居
住
す
る
人

・
本
市
に
通
勤
、
ま
た
は
通
学
す
る
人

・
本
市
で
事
業
を
営
み
、
ま
た
は
活
動
す
る
人

②
合
志
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
、
関
心

と
意
欲
の
あ
る
人

③
年
５
〜
10
回
程
度
の
会
議
に
出
席
で
き

る
人

※

報
酬
・
費
用
弁
償
の
支
給
が
あ
り
ま
す
。

●
募
集
人
数

４
人

（
作
文
な
ど
を
参
考
に
選
考
し
ま
す
）

●
任

　
　期

平
成
26
年
６
月
１
日
か
ら
２
年
間

●
募
集
期
限
　
４
月
11
日
（
金
）

●
応
募
方
法

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
、
応
募
の
理
由
と
「
合
志
市
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」
の
作
文

（
１
、０
０
０
字
以
内
）
を
企
画
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
は
、
持
参
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
標
準

応
募
用
紙
を
企
画
課
に
備
え
て
い
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
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と
い
う
文
言
を
使
っ
て
不
安
を
あ
お
り
、
無

作
為
に
送
り
つ
け
て
い
る
架
空
請
求
の
手
口

で
あ
り
、
本
市
だ
け
で
な
く
全
国
で
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

　
は
が
き
記
載
の
連
絡
先
に
連
絡
し
た
と
こ

ろ
「
購
入
代
金
が
支
払
わ
れ
て
お
ら
ず
訴
訟

に
な
っ
て
い
る
の
で
無
料
の
弁
護
士
を
紹
介

す
る
。
供
託
金
数
十
万
円
と
印
紙
代
を
振
り

込
め
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
実
例
が
あ
り
ま
す
。

対
策
　

　
ま
ず
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
は
が
き
記
載
の
連
絡
先
に
は
連
絡
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
連
絡
し
た
場
合
、
相
手
に
発

信
番
号
が
通
知
さ
れ
、
住
所
・
氏
名
の
ほ
か

に
電
話
番
号
も
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
、
被

害
が
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　（
合
志
庁
舎
２
階

　
総
務
課
）

　
☎（
２
４
８
）５
４
４
２

相
談
受
付
時
間

　

　
平
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

架
空
請
求
の
ハ
ガ
キ

相
談
事
例
　

　
妻
宛
て
に
、
紛
争
問
題
確
認
書
と
い
う
は

が
き
が
届
い
た
。
以
前
妻
が
契
約
し
て
い
た

訪
問
販
売
会
社
が
、
不
足
料
金
ま
た
は
契
約

違
反
が
あ
っ
た
と
し
て
裁
判
所
に
訴
状
申
し

入
れ
を
し
た
と
い
う
内
容
で
、「
こ
の
ま
ま

ご
連
絡
な
き
場
合
、
裁
判
所
か
ら
裁
判
日
程

を
決
定
す
る
呼
出
状
が
発
行
さ
れ
、
記
載
期

日
に
指
定
裁
判
所
へ
出
廷
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
裁
判
も
欠
席
さ
れ
る
と
相
手
方
の
言
い

分
ど
お
り
の
判
決
が
出
て
、
執
行
官
立
会
い

の
も
と
、
あ
な
た
の
給
料
や
財
産
の
差
押
な

ど
を
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
最
近
、
個
人
情
報

を
悪
用
す
る
業
者
の
手
口
も
見
受
け
ら
れ
ま

す
の
で
万
一
身
に
覚
え
が
な
い
場
合
は
早
急

に
連
絡
を
く
だ
さ
い
」
と
書
か
れ
て
い
て
連

絡
先
が
載
っ
て
い
る
。ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

解
説

　

　
名
簿
業
者
の
名
簿
に
相
談
者
の
住
所
や
氏

名
が
載
っ
て
い
て
、
名
簿
を
買
っ
た
者
が
発

送
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
訴
訟
や
差
押
な
ど

未
来
に
輝
く

　
　
　
心
豊
か
な
人
材
を
育
む
た
め
に

　
子
ど
も
た
ち
が
将
来
に
夢
と
希
望
を
持

ち
、
居
場
所
と
出
番
の
あ
る
学
校
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
は
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
で

さ
ま
ざ
ま
な
人
間
関
係
を
築
き
、
切
磋
琢
磨

し
な
が
ら
成
長
し
て
い
ま
す
。
人
と
の
つ
な

が
り
の
中
で
、
し
っ
か
り
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
人
を
思
い
や
る
優

し
く
温
か
い
こ
と
ば
を
遣
い
、
情
感
豊
か
な

人
間
性
を
育
て
る
た
め
に
「
こ
と
ば
教
育
」

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
自
分
の
思

い
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に
不

要
な
誤
解
を
受
け
た
り
、
相
手
の
思
い
を
受

け
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
に
ト
ラ
ブ
ル
に
発

展
し
た
り
す
る
事
例
は
日
常
的
に
あ
り
ま

す
。「
い
じ
め
」
や
「
不
登
校
」
に
つ
な
が

ら
な
い
た
め
に
も
適
切
な
言
語
環
境
を
整
備

し
て
、
温
か
な
雰
囲
気
の
あ
る
中
で
生
活
で

き
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
こ
の
よ
う
に
快
適

で
魅
力
あ
る
環
境
の
こ
と
を
ア
メ
ニ
テ
ィ
教

育
環
境
と
言
い
ま
す
。
こ
の
基
本
理
念
は
「
褒

め
る
」
活
動
の
徹
底
で
す
。
県
の
教
育
行
動

指
標
の
「
認
め
・
ほ
め
・
励
ま
し
・
伸
ば
す
」

教
育
も
各
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
こ
と
ば
教
育

や
気
持
ち
よ
い
返
事
・
あ
い
さ
つ
な
ど
実
践

に
よ
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
教
育
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
徳
育
面
の
育
成
も
人
権
意
識
の
定

着
に
重
要
で
す
。「
熊
本
の
心
」
は
、
郷
土

の
先
人
か
ら
人
間
と
し
て
の
生
き
方
や
伝
統

文
化
の
継
承
な
ど
を
記
し
た
道
徳
教
育
用
郷

土
資
料
で
す
。
道
徳
の
年
間
計
画
に
位
置
づ

け
て
学
習
し
、
郷
土
愛
を
育
ん
で
い
ま
す
。

家
庭
で
読
む
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

活
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
学
校
教
育
課
）

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ
⑳

市
で
は
人
権
教
育
の
推
進
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
取
り
組
み
の
内
容
や
情
報
を
定
期
的
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

道徳教育用郷土資料
「熊本の心」


